
／

再
び
退
き
ど
き
亀
退
く
⑯
ど
こ
の
の

●
私
達
は
笑
っ
た
。

●
イ
ン
ジ
ゼ
か
ら
マ
ブ
ル
ク
を
経
由
し
、
ト
ン
プ
ク
ッ
に
至
っ
て

サ
ハ
ラ
縦
断
の
旅
は
終
わ
っ
た
。
記
念
に
甲
子
岡
よ
ろ
し
く
サ
ハ

ラ
の
砂
を
ひ
と
個
み
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
日
本
へ
持
ち
帰
っ

た
。

☆
☆

●
「
見
ろ
、
こ
れ
が
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
砂
だ
。
す
ご
い
だ
る
〃
」

●
「
あ
、
そ
う
…
」

●
家
人
達
の
反
応
は
そ
れ
だ
け
だ
っ
た
。
砂
は
、
や
っ
ぱ
り
砂
で

し
か
な
い
か
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
砂
は
庭
の
池
の
端
へ
捨
て
た
。

●
翌
日
、
池
が
あ
っ
た
所
に
小
さ
な
砂
山
が
で
き
て
い
た
。

●
捨
て
た
サ
ハ
ラ
の
砂
が
何
ら
か
の
理
由
で
増
え
た
と
い
う
こ
と

以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
。
み
る
み
る
大
き
く
な
る
砂
山
。

●
植
物
な
ら
芽
が
出
て
ツ
ル
も
伸
び
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
増
殖
す

る
砂
と
い
う
の
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

●
三
日
月
の
朝
、
我
家
が
砂
に
う
ず
ま
っ
た
。
消
防
自
動
車
が
来

た
が
何
も
し
な
い
で
帰
っ
た
。
だ
っ
て
火
事
じ
ゃ
な
い
も
の
。

●
一
週
間
目
に
Ｋ
市
が
、
全
国
に
さ
誉
が
け
て
〃
砂
漠
都
市
宣
言
〃

を
し
た
。
次
の
日
に
は
Ｈ
県
が
〃
砂
漠
県
宣
言
〃
。

☆
☆

●
一
ヵ
月
目
、
つ
い
に
日
本
列
島
全
域
が
砂
漠
と
な
っ
た
。
政
府

は
中
近
東
か
ら
、
ラ
ク
ダ
五
千
頭
の
緊
急
輸
入
を
閣
議
で
決
定
。

●
全
国
の
川
か
ら
水
が
消
え
た
。
私
は
タ
ッ
シ
リ
を
思
い
出
す
。

●
国
民
の
間
で
は
今
、
井
戸
掘
が
流
行
し
て
い
る
。

●
私
も
掘
っ
て
み
よ
う
か
と
思
う
。
か
つ
て
池
が
あ
っ
た
庭
の
あ

た
り
を
。
オ
ア
シ
ス
が
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も

…
持
っ
て
来
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
、
あ
ん
な
も
の
。

ノ 、●
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
と
、
昨
日
翠
時
現
在
、
九
州
の
一
部
を
除
く

西
日
本
の
ほ
ぼ
全
域
が
増
え
つ
づ
け
る
砂
に
お
お
わ
れ
た
と
い
う
。

つ
ま
り
一
面
の
砂
漠
に
な
っ
た
の
だ
。
関
東
お
よ
び
東
北
・
北
海

道
方
面
の
砂
漠
化
も
時
間
の
問
題
だ
と
い
う
。

●
何
千
回
月
か
の
後
悔
を
私
は
す
る
。
…
持
っ
て
く
る
ん
じ
ゃ
な

か
っ
た
、
あ
ん
な
も
の
。☆
☆

●
サ
ハ
ラ
砂
漠
を
縦
断
す
る
の
に
三
ヵ
月
か
か
っ
た
。

●
ア
ラ
ビ
ア
語
で
荒
地
を
意
味
す
る
サ
ハ
ラ
は
、
東
両
五
千
キ
ロ
。

南
北
一
千
五
百
キ
ロ
、
北
緯
班
度
以
北
の
ア
フ
リ
カ
大
陸
全
体
に

ま
た
が
る
世
界
最
大
の
砂
漠
で
あ
る
。

●
私
達
は
ア
ル
ジ
ェ
を
出
発
し
た
。

●
ラ
ン
ド
ロ
ー
バ
ー
が
２
台
。

．
一
ヵ
月
半
日
に
タ
ッ
シ
リ
山
塊
に
稗
い
た
。
サ
ハ
ラ
の
丁
度
ど

ま
ん
な
か
で
あ
る
。
見
た
こ
と
は
な
い
が
月
の
表
面
も
恐
ら
く
こ

ん
な
風
景
で
あ
ろ
う
。
地
球
の
墓
場
と
詩
っ
て
も
よ
い
。

．
タ
ッ
シ
リ
と
は
ト
ゥ
ァ
レ
グ
語
で
川
の
多
い
台
地
の
意
。

●
し
か
し
、
谷
底
に
は
一
滴
の
水
も
流
れ
て
は
い
な
い
。

●
セ
フ
ァ
ー
ル
の
谷
に
迷
い
込
ん
だ
時
、
無
数
の
岩
絵
を
見
つ
け

た
。
お
び
た
だ
し
い
数
の
牛
の
群
と
牛
飼
い
人
の
絵
で
あ
る
。

．
五
千
年
前
、
わ
れ
ら
の
先
祖
が
、
こ
れ
を
描
い
た
、
と
、
ト
ゥ

ア
レ
グ
人
の
ガ
イ
ド
が
一
言
う
。
だ
か
ら
、

．
五
千
年
前
、
セ
フ
ァ
ー
ル
の
谷
を
含
む
タ
ッ
シ
リ
山
塊
は
一
面

の
緑
に
お
お
わ
れ
て
い
た
の
だ
と
一
言
う
。
さ
ら
に

●
タ
ッ
シ
リ
山
塊
を
含
む
サ
ハ
ラ
の
全
域
が
美
し
い
草
原
だ
っ
た

と
も
言
う
。
…
こ
の
牛
の
絵
が
何
よ
り
の
証
拠
だ
、
と
。

●
馬
鹿
な
こ
と
を
。

享
新
井
満
・
霧
‐
謬
子
石
阪
春
生
、

■
母
ゆ
ロ
●
皇
奄
瞬
醒
脂
画
■
Ｆ
邑
弓
ゆ
り

サ
ハ
ラ
砂
漠

の
興
ず
Ｐ
同
色
〔
、
①
琶
胃
門
①
〕

！
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､~耐存

’
病害関係の病理実験室。 豆粒ほどの害虫を丹念に捜す｡ 小麦粉の検疫はハッチで行う回

垂０

害虫関係の昆虫実験室． 装飾用のバナナの房も輸入される‐ 身体が半分埋もれての作業は大変だ。

た
と
え
ば
果
物
屋
の
店
頭
に
立
っ
て
み
る
と
、
日
本
産
の
リ
ン

ゴ
や
ミ
カ
ン
に
混
っ
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
バ
ナ
ナ
、
中
国
の
れ
い

し
、
ア
メ
リ
カ
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
な
ど
輸
入
果
物
が
目
に
つ
く
。
ひ

と
頃
ほ
ど
珍
ら
し
く
も
な
く
、
私
た
ち
の
口
に
入
る
機
会
も
ず
い

分
と
多
く
な
っ
た
が
、
安
心
し
て
こ
れ
ら
の
果
物
を
食
べ
ら
れ
る

の
は
、
実
は
、
そ
の
陰
で
常
に
果
物
や
野
菜
な
ど
の
防
疫
に
気
を

配
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
か
ら
だ
．
農
林
水
産
省
植
物
防
疫
所

の
人
た
ち
で
あ
る
。

如
月
鋤
日
午
前
９
時
、
神
戸
植
物
防
疫
所
へ
カ
メ
ラ
マ
ン
と
一

緒
に
向
か
う
。
国
際
第
一
課
の
細
川
防
疫
管
理
官
、
佐
伯
”
技
官
の

案
内
で
、
さ
っ
そ
く
バ
ナ
ナ
の
検
疫
を
取
材
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

兵
庫
突
堤
、
通
称
バ
ナ
ナ
埠
頭
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
バ
ナ

ナ
船
が
横
づ
け
さ
れ
、
す
で
に
荷
降
し
が
始
ま
っ
て
い
る
。

バ
ナ
ナ
の
検
疫
は
、
全
体
の
○
・
○
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
抽
出
し

検
査
を
行
う
。
ち
ょ
う
ど
検
査
の
真
最
中
で
、
床
に
青
々
と
し
た

バ
ナ
ナ
の
房
が
ズ
ラ
リ
と
並
べ
ら
れ
、
防
疫
官
が
一
本
一
本
を
て

い
ね
い
に
調
べ
て
行
く
。

「
ぁ
、
あ
り
ま
し
た
よ
」
と
の
声
に
近
づ
く
と
、
防
一
輝
官
の
指

示
す
先
に
数
ミ
リ
ほ
ど
の
白
い
班
点
、
実
は
害
虫
が
つ
い
て
い
る
．

「
こ
れ
は
コ
ナ
ヵ
イ
ガ
ラ
ム
シ
と
い
い
ま
し
て
、
バ
ナ
ナ
の
先

端
と
根
元
に
多
く
つ
く
ん
で
す
よ
」
と
細
川
さ
ん
が
説
明
し
て
く

れ
る
。
も
う
一
種
、
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
と
い
う
の
も
い
る
の
だ

が
、
ま
ず
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
率
で
害
虫
は
発
見
さ
れ
る
そ
う

だ
。バ

ナ
ナ
は
最
近
、
二
日
に
一
回
の
割
合
で
入
荷
さ
れ
る
が
、
平

均
量
は
七
、
八
万
カ
ー
ト
ン
。
一
カ
ー
ト
ン
が
五
房
、
一
房
に
十

六
、
七
本
あ
る
と
し
て
、
さ
て
、
全
体
で
何
本
に
な
る
か
？
た
と

え
一
本
だ
け
に
虫
が
発
見
さ
れ
て
も
全
体
が
不
合
格
に
な
る
。
不

合
格
に
な
る
と
早
速
全
量
を
消
毒
に
回
す
。
す
ぐ
傍
の
畑
蒸
倉
庫

を
密
閉
し
青
酸
ガ
ス
を
送
り
込
む
の
だ
。

「
消
毒
を
す
る
か
ら
出
て
く
だ
さ
い
」
と
係
の
人
が
倉
庫
の
中

を
叫
ん
で
回
る
。
防
毒
マ
ス
ク
を
被
っ
た
作
業
員
の
姿
に
一
瞬
ギ

ョ
ッ
と
す
る
．
消
毒
は
三
○
分
間
で
終
わ
り
、
そ
の
あ
と
黄
化
す

る
た
め
に
ム
ロ
に
入
れ
（
通
常
五
〜
七
日
）
そ
の
の
ち
に
出
荷
さ

れ
る
の
だ
。
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ビ
こ
の
日
は
第
四
港
区
で
小
麦
粉
の
検
疫
も
行
わ
れ
て
い
た
の
で

兵
庫
突
堤
を
あ
と
に
現
地
へ
ク
ル
マ
を
飛
ば
す
。

折
り
し
も
ア
メ
リ
カ
産
の
小
麦
の
荷
降
ろ
し
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

に
行
わ
れ
て
い
た
．
小
麦
に
よ
く
つ
く
の
は
コ
ク
ゾ
ゥ
ム
シ
類
と

蛾
と
の
こ
と
だ
。

小
麦
の
検
査
の
方
法
は
、
小
麦
を
積
み
込
ん
だ
ハ
ッ
チ
（
般
倉
）

ご
と
に
行
わ
れ
る
。
中
央
と
四
隈
の
五
カ
所
で
一
定
量
を
取
り
、

ふ
る
い
に
か
け
る
。
こ
の
ふ
る
い
は
二
重
に
な
っ
て
い
て
、
上
の

網
目
は
小
麦
が
落
ち
な
い
よ
う
に
あ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
も
し

虫
な
ど
が
入
れ
ば
下
に
落
ち
る
わ
け
だ
。
二
人
で
一
五
〜
二
○
分

間
作
業
を
つ
づ
け
る
の
だ
が
、
見
て
い
る
と
、
身
体
は
め
り
込
む

し
、
全
身
小
麦
か
ら
嫌
い
立
つ
ホ
コ
リ
で
真
白
に
な
る
し
、
と
て

も
大
変
な
作
業
だ
。
ま
た
、
ハ
ッ
チ
の
壁
面
に
蛾
や
害
虫
が
付
着

し
て
い
な
い
か
も
入
念
に
調
べ
る
。
害
虫
が
発
見
さ
れ
た
ら
ど
う

な
る
か
と
い
う
と
、
全
量
サ
イ
ロ
に
入
れ
て
か
ら
臭
化
メ
チ
ル
ガ

ス
に
て
二
十
四
〜
七
十
二
時
間
蝿
蒸
す
る
の
だ
。

「
も
ち
ろ
ん
検
査
器
具
も
新
た
に
研
究
さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、

結
局
、
病
虫
害
の
性
質
を
よ
く
知
っ
て
い
る
人
間
の
手
で
や
る
方

が
結
果
が
シ
ビ
ア
に
出
る
の
で
す
ね
」
と
細
川
さ
ん
。

植
物
防
疫
所
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
同
所
の
歴
史
は
大

正
二
年
に
神
戸
、
横
浜
に
輸
出
植
物
検
査
官
吏
詰
所
を
置
き
、
輸

出
植
物
の
検
査
証
明
を
開
始
し
た
と
ぎ
に
始
ま
る
。

「
植
物
防
疫
所
は
、
海
外
か
ら
病
害
虫
の
侵
入
を
阻
止
す
る
た

め
の
輸
入
検
疫
を
行
う
ほ
か
、
諸
外
国
の
要
求
に
応
じ
た
輸
出
検 ｢ 殆んど現場作業になるので大変ですよ｣ と話す二木さん

Ｉ評
ノ
グ
軽
Ｉ
野

＝廟
『ﾛ
醒
一

＃零 画

輸
入
検
疫
②
特
例
に
よ
っ
て
輸
入
が
認
め
ら
れ
て
い
る
植
物
に
つ

い
て
は
、
輸
出
時
期
に
相
手
国
に
行
き
、
輸
出
国
政
府
が
行
う
消

ユ

し
た
場
合
、
ま
た
は
国
内
の
一
部
に
生
息
し
て
い
る
重
要
病
害
虫

が
ま
ん
延
し
て
有
用
な
植
物
に
重
要
な
損
害
を
与
え
る
恐
れ
の
あ

る
場
合
に
、
こ
れ
を
駆
除
し
、
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
国
内
検

疫
⑤
調
査
研
究
・
研
修
と
大
別
で
き
る
。

現
在
、
本
所
５
、
支
所
雌
、
出
張
所
沼
、
駐
在
１
（
小
笠
原
）

と
な
っ
て
お
り
、
神
戸
管
内
に
は
神
戸
本
所
の
他
、
支
所
が
伊
丹
、

大
阪
、
広
島
、
坂
出
の
四
カ
所
、
出
張
所
が
二
十
二
あ
る
。

ま
た
、
神
戸
に
は
五
十
六
名
の
防
疫
官
が
常
駐
し
て
い
る
。

事
務
所
に
戻
っ
て
か
ら
二
木
国
際
第
一
課
長
と
細
川
さ
ん
に
少
し

お
話
を
伺
っ
た
。
お
二
人
と
も
三
十
年
の
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
。

二
木
さ
ん
に
よ
る
と
、
以
前
は
麦
、
米
、
大
豆
な
ど
の
殻
類
が

ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
た
が
、
最
近
は
、
野
菜
、
果
物
、
漢
方
薬

の
原
料
な
ど
多
様
化
し
て
来
て
、
そ
の
対
応
に
大
変
の
よ
う
だ
。

「
昔
だ
っ
た
ら
、
た
と
え
ば
野
菜
が
品
薄
に
な
れ
ば
、
な
い
な

り
に
我
慢
を
し
た
も
の
で
す
が
、
今
は
即
、
輸
入
で
す
か
ら
ね
。

一
度
に
ど
っ
と
入
る
の
で
処
理
が
大
変
で
す
よ
」

「
検
疫
の
難
し
さ
は
、
検
査
に
よ
っ
て
物
流
を
一
時
ス
ト
ッ
プ

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
」
と
細
川
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
る
。
「
た

と
え
ば
バ
ナ
ナ
で
も
キ
ャ
ベ
ツ
で
も
一
日
お
く
と
市
場
で
の
値
段

が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
、
荷
主
と
し
て
は
一
刻
も
早
く
出
荷
し
た

い
。
し
か
し
、
検
査
は
厳
重
に
し
な
い
と
い
け
な
い
。
少
な
い
人

数
で
対
応
し
て
い
る
の
で
大
変
で
す
」

話
を
聞
い
て
い
る
と
、
木
材
の
検
査
で
は
殆
ん
ど
の
者
が
海
に

浮
か
べ
た
木
材
の
上
か
ら
海
へ
落
ち
た
、
な
ど
苦
労
が
多
い
。
し

か
し
、
朝
の
オ
フ
ィ
ス
の
こ
れ
か
ら
現
場
へ
向
か
う
防
疫
官
の
き

び
誉
び
と
し
た
姿
に
、
自
分
た
ち
の
仕
事
に
誇
り
と
使
命
を
も
っ

て
い
る
者
が
も
つ
爽
や
か
さ
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

毒
や
輸
出
検
疫
の
実
施
状
況
を
確

る
植
物
が
相
手
国
の
要
求
事
項
に

い
て
行
う
輸
出
検
疫
㈲
新
た
に
外

呼
野
ｐ
Ｐ
Ｐ
‐
ト
ー
』
套
載
廼
函
刊

▲

認
す
る
海
外
検
疫
剛
輸
出
さ
れ

』

病
害
虫
が
侵
入
す
る
の
を
防
ぐ

~

疫
、
重
要
病
害
虫
の
国
内
で
の
ま

不
幸
に
し
て
侵
入
し
た
重
要
病
害

て
い
ま
す
」
（
同
パ
ン
フ
よ
り
）

国
か
ら
重
要
な
病
害
虫
が
侵
入

ん
延
を
防
ぐ
た
め
の
国
内
検
疫
、

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ

仕
事
の
内
容
は
、
山
外
国
か
ら訂

虫
の
緊
急
防
除
な
ど
を
杷
一
当
し
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○1 2 月３１日から１月４日まではお休みです。
１２月中は３日以外の水巧日は営業します。

／
<26〉
クリスマス＝
ツリーの起源

クリスマスのシーズンになると店頭や
家庭に美しく飾られたクリスマス＝ツリ
一がお目見えしますが、このツリーの起
源をご存知ですか？クリスマス＝ツリー Ｌ

の起源は、北欧神話の知・詩・軍などを
つかさどる神・オーデンと深いつながり
があるのです。
クリスマスにエゾマツやモミの若木を

立てる風習は、８世紀にドイツに最初の
キリスト教を伝えた聖ボニファーセが、
オーデンの神聖なカシの木に犠牲の人間
をささげる風習をやめさせるために、幼
な子キリストへのささげものをつるした
モミノキを立てるようにしたのが起源だ
といわれています。
そののち1 6 世紀になってからルターが

室内に木を立てて、ロウソクをともすよ
うにしたと伝えられています。
さらに今日のように、おもちゃを飾る

ようになったのは、さらに時代が下って
1 8 世紀になってからのことなのです。
〈お知らせ〉
○当店の飲料水は、すべてコーベウォーターで
す。ひと味ちがう水の味をお楽しみ下さい。

○1 0 名様前後のパーティーに、ゴックスタッド
特製かぶと焼をご利用下さい。

スウェーデン風ミートボール・・…･ ･ ･ ･ ･ …･ ･ …￥1 0 1 0 0

溌駕溌蕊撒綱Ｉ

スカンディナビア
と世界の民族
音楽の店

< メニュー〉 ’
三
調
鍔
「

Ⅲ
」
ｒ
羅
庶

瑚麗鑑蹴’議蝋:::::湾卿|:::：
，ベーコンと玉子のケーキ・・…･ …･ ･ ･ ･ . . …･ ･ ･ …￥1 0 0 0 0

ト
ア
ロ
ー
ド水割( Ｏｌｄ）￥6 0 0 ボトル( o l d 吉ＳＩＺＥ）￥3 , 7 0 0

Ｂｅｅｒ･ ･ ･ …･ ･ …･ …. ．………………･ …･ …･ ･ …￥5 0 0

、7'ｸｱビﾂﾄ(北欧の地酒）………………¥600
生田
警察薯可

生田■■ 5 : ＯＯＰＭ～1 : ＯＯＡＭ

神戸市中央区山本通3 - 1 - 2谷口ビル1Ｆ壷2 4 2 - 0 1 3 1ノ

手一

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



／ 、

訂

スパゲティ専門店

元町三番街
Ｉ

東京・渋谷

F 生田神社ｆ
Ｉ－{厚恩花函岸

センター街元町通り

中央区元町３丁目バルバローレ･ ＳＦ

大丸

TELO78-7392-3039
1 1 A M ～ｇＰＭ第２．３水騒休

＜元町店＞ ＜三宮店＞
中央区三宮町1丁目５サンﾛｲﾔﾙ神戸10Ｆ(さんプラザ）

T E L O 7 8 - 3 3 2 - 4 5 5 1
営業時間1 1 ＡＭ～ｇＰＭ穂１．３月曜休 型

ーL L

溌製
蕊識

謂男 Ｉ閲霧

一一司二

な

●さんプラザ蘭

｜、ゼ頚悪
’一

パルパローレ
④．Ｉ
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｡ と１Ｙｑ園。

詞込 ‐

ｌⅦ1，
’１，１‘
''''１ｉｉ

毒崇蓑謝

jZJ／

葡馳
型Ｐ

墨垣皇

謬患
ｆ､，

『癖雪

- 基『蔓亜

ｉｉ:'擢唾
塑将貢!『帥 欝

、ミ

『鮒
岬
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鴛麿鶏噌：エ

繕 蕊驚
、

癖
一
ｔ

b

q

『■１画

蕊｝ 灘蕊:皐蕊
ＬＬ

鰯

卜
■J |

届
＝一

雲
母
害

塁塁
｡と１Ｙｑ園。

冠＄
一

ヨー

『 癌

冠＄

云町１丁目協和銀行北側小路入る竃3 3 1 - 5 7 9 0 . 6 6 1 1
当店には本店も支店もございません。

扉莞簾別舘厩丹園’
、

ノ対く
＝唾
画

課

鱗
延

駕撚償窺

弓ぎこ 弓因

鰯

ｿ’蝿
・ソＬ戸当夢”

ノ

ノ 噸霞参

熱OＴＯＭＡＣＨｌＢＥＫＫＡＮＢＯＴＡＮＥＮ

1 ｡

蕊慧雲霧繕
医奄零

※忘年会、ご宴会のご予約を承
わっております。お座敷もあり
ます。

年
末
。
何
か
と
人
の
集
ま
り
の
多
い

時
で
す
が
、
中
国
じ
ゃ
忘
年
会
な
ん
て

な
い
そ
う
で
す
。
ひ
た
す
ら
十
二
月
は

お
正
月
の
前
と
い
う
せ
い
だ
か
ら
か
な
。

で
も
今
日
は
大
賑
や
か
。
久
し
振
り

の
会
合
に
、
普
段
は
奥
に
い
て
顔
を
見

せ
て
く
れ
な
い
王
さ
ん
も
、
お
ち
よ
こ

を
片
手
に
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

垂司、両一一■ ．－2 , - ．

右よしﾉ 楊康子さん､ 楊寿文さん､ 砂原未歩さん､ 鞄悦凱さん､ 王夫人､ 王さん

蕊雲菱ご饗

弓撫瀧置つと…
識雛ｩ…樵だヵ…こみ）
＝梗菜牛肺弓青菜をあしらった牛肉の煮込み〉
清蒸石班
くあんこうの素蒸し〉

粟米>易
くとうもろこしのスーープ〉
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少戸

、／

卸

. 例

萱f軍二1塁
釘

心

罵二瞳
罰
阜

且

■

Ｏ
一

■

唾

了一

、

《…》三浦清。道子
く神戸マリン商事㈱社長〉

さん父娘

ノ

「うちのお父さんはとても気が若くって兄妹みたいなんですよ」と話す長女の道子さん」
は、お兄さんと弟さんの間で育った明朗快活なお嬢さん｡ 三浦さんは関西アメリカンフ
ットボール協会の副会長を務めるスポーツマン、会話も楽しくてホントに若々しいお父
さまです。今日は花嫁修業中の道子さんを誘ってれんが亭でお食事、仲の良いお二人に
はやっぱりワインがぴったりですね。

お父さん
さんと栄
ル協会α
コ今日は
りワイン

肌" '義ステーキハウス
鉄板和紙焼K Ｅ

神戸市中央区下山手通2丁目5- 5 (トアロード)T E L ､ 0 7 8 ( 3 3 1 ) 7 1 6 8
1 2 月1 , 2 9 , 3 0 , 3 1 日休ませていただきます。

／ 、

一コ

Ｉ

雲
１

垣“・間

蕊冨１１蕊霧

I m e r r y c h r 脂t ｍａｓ

ファミリーで

よ･ う・こ･ そ

碧竺卦
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@家異惑属a爵R長u‘S鹿店
元町本店（3 3 1 ) 0 0 9 Ｏ
さんちかうＴミリータウン
( 3 9 1 ）４０４５
元測地三丁目
鯉1.両Ihc品’２
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⑳婦人服飾三愛鳥 9 1 f し 6 プ 8 秀Ｙ
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⑫ﾊ ﾝ ドバ ｯ ｸ ｲ クシマヤ諏誓丁褐

ＬｍｏＺｏｍｎｃｈｉアクセサリーｌｋＩｚｓｈｉｍａｙａ
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＊美術。工芸品Ａｒｔ
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⑮ホテル辞慰, '長勘ﾀ ﾙ ﾎ ﾃ ﾉ ﾚ
⑰ホテル寵f 嗣括菌1 譜埼テル
⑳観光旅館有馬温泉( 束有馬) 古泉閣

Ｋｏｓｅｎｋａｋｕ

⑮ホテルニューポートホテル
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ﾂ ﾘ ｰ ｶ ﾐ 朝日に輝いた。

1 丁

（
有
）
月
刊
神
戸
っ
ヱ リビングからのにぎやかな声に､ 朝早くから起こされ

た｡ 今夜はﾉ ｰ ﾃ ｲ ｰ だもツリーを取り巻き､ はしやぐ
子供達の姿に､ 思わずほほえんだ6 こんな朝だb な
にもかも､うまくいきそうな気がするのは。
●心待ちにぱいた日の朝は､ 気持ちも弾んでいるの
ｶ ﾐ はっきりわかりま魂いつの朝もそんな気持ちで迎
えることができたら－大丸は､ ' 8 1 の新しい朝に向
づて、いい朝づくりのお手伝いを続けてまいりま魂

いい朝にしたい．
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